
 

 

 

 

 柳池学区は、北は二条
に じ ょ う

通、南は三条
さんじょう

通、西は柳馬場
やなぎのばんば

通、東は寺町
て ら ま ち

通に面し、御池
お い け

通

が学区の中央部を東西に貫いています。  

 天正 10(1582)年の本能寺
ほ ん の う じ

の変
へん

で焼失した本能寺がこの地域に再建されたことで、

地域の宗教や文化の中心となりました。  

 日本で初めての学区制小学校が開校し、明治 6(1873)年に小学校が柳馬場通御池

上がるに移転したことから、通り名の柳と池をとって「柳池」と名付けられました。  

 現在は住宅街がある一方 、地下にはゼスト御池 、地下鉄東西線が走り、寺町通は商

店が連なりにぎわっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      京都御池創成館 (現 御池中学校、 元 柳池小学校) 

 

 

 

 

学区の文化や歴史的建造物など 「白山神社
はくさんじんじゃ

」 

 

 柳池学区のほぼ真ん中にある白山神社は、お祭りや神輿
み こ し

、 

境内の餅つき行事などで学区民に親しまれている神社です。 

その昔、高倉天皇
たかくらてんのう

の時代の治承元(1177)年に加賀国石川郷白山権現
かがのくにいしかわごうはくさんごんげん

(加賀一の宮)の御神霊
ご し んれ い

を

勧請
かんじょう

※したものとされています。 

 当時の境内は広大で、北は現在の押小路
お し こ う じ

通から南は御池通に至り、社殿も整っていましたが、天明
てんめい

、

元治
げ ん じ

と再三の大火で建物や古文書類も焼失したとされています。 

 その後、一部再建され、昭和 26(1951)年に柳池奉賛会
りゅうちほうさんかい

が設立され、今に至っています。 

 

※神仏の霊を寺社に新たに迎えて奉安すること 

 

柳池
り ゅ う ち

学区 

中京区の学区の紹介 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

柳池自治連合会は学区内にある２８の自治会・町内会と、各種団体が協働し、地域の活性化と安心

安全、問題解決に取り組む、地域住民による組織です。 

 

主な年間行事 

７～８月 ラジオ体操の会 

８月 夏のふれあいまつり 

９月 敬老会事業、白山神社祭礼 

１０月 カーニバルイン御池(運動会) 

１２月 子ども餅つき大会 

１１月～１月 自主防災訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※例年実施していました主な行事ですが、新型コロナ感染症予防対策として、開催を自粛する場合もあります 

 

■発行 中京区役所 地域力推進室 まちづくり推進担当  京都市は、地域コミュニティを推進しています 

柳池自治連合会 
自治会・町内会に加入しましょう 


